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校

校長 青海 正 

学校では今学期、感染症対策を万全に講じながら、延

期や中止することなく、学級活動や生徒会活動、部活動に加え、移動教室、職場体験、修学旅行、合唱祭な

ど、様々なプログラムを用意し、着実に実施してきました。また、学校間の生徒間交流を兼ねた、連合行事

（陸上、特支運動会、英語、英語、特支球技大会、演劇、他）にも参加しています。これもひとえに、地域・

保護者の皆様の、ご理解とご協力のたまものと、感謝申し上げます。 

生徒たちは、具体的な体験や事物との関わりをよりどころとして、感動したり、驚いたりしながら、「なぜ、

どうして」と考えを深める中で、実際の生活や社会、自然の在り方を学んでいます。そして、そこで得た知

識や考え方を基に、実生活の様々な課題に取り組むことを通じて、自らを高め、よりよい生活を創り出して

いきます。このように、体験活動は、生徒たちの成長の糧であり、生きる力をはぐくむ基礎となっています。 

文科省から昨年出された青少年の体験活動に関する調査研究報告には、体験活動（自然体験、社会体験、

文化的体験） や読書、お手伝いを多くしていた子供は、その後、自尊感情（自分に対して肯定的、自分に満

足している、など） や外向性（自分のことを活発だと思う）、精神的な回復力（新しいことに興味を持つ、

自分の感情を調整する、将来に対して前向き、など）が高い傾向が見られたということが記載されていまし

た。また、このことに加え、子供の健やかな成長を確かなものにしていくためには、1つの経験だけでなく、

多様な経験をすることが必要であるということも言われています。 

志茂田中学校では、今後も、教職職員と知恵を出し合い、地域・保護者の皆様のご理解・ご協力を仰ぎな

がら、様々な学校・地域行事等を通して、体験活動の充実を図ってまいります。 

生徒たちの、行事や部活動等における体験活動への真剣で一途、ひたむきな姿やはじける笑顔に、日々元

気をもらっています。 
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「体験活動のさらなる充実を目指して」 

https://www.ota-school.ed.jp/shimoda-js/


 

合唱祭 文化的行事委員長 主任教諭 森川俊輔 

 新型コロナウィルス感染症の影響で2年間、他学年の合唱を生で聴くという機会を設けることができませんでした。今年度は、先輩の姿を後輩に体感

させるために、全校生徒による合唱祭とし、当日は無観客にしました。少しでも様子をお知らせ出来るよう、前日の授業の様子（リハーサルを兼ねる）

を保護者の方々に公開しました。保護者の方々に本番をお見せできなかったのは残念でしたが、生徒たちは確実にこの合唱祭で成長しました。また今年

度は体育館での開催ということもあり、生徒たちも戸惑いながらも全力で合唱祭を楽しもうと頑張っていました。本番当日、どのクラスも素晴らしい歌

声を体育館に響かせていました。上級生の発表を聴いた1・2年生は「先輩たちは声が大きくて綺麗に歌えていてすごかった。」と、先輩の偉大さを体感

できたようです。3年生は卒業式でさらにレベルアップした合唱を披露してくれることでしょう。来年こそは、保護者の皆様の前でその歌声を響かせる

ことができるよう、教職員一同準備をしてまいります。 

最後に、本校音楽科の油原先生より、【「練習はうそをつかない。」一生懸命練習した生徒は成果が出た合唱祭でした。各クラスいい音楽を作るために

がんばりましたね。音楽は、目に見えない、形に残らない、においもない。でも、いい演奏は、感動して、心に残ります。みんなの演奏には心を打たれ

ました。感動をありがとう。】 

 

1組職場体験 2年担任 教諭 栗田 瑞希 

2年生７名は、10月 19日～10月 21日に職場体験学習を実施しました。今年度は、大田区立志

茂田福祉センターと学校主事の仕事体験をするグループと、喫茶 色えんぴつで仕事体験をするグ

ループに分かれ、それぞれ貴重な経験をさせていただきました。体験中の職場先を見学した際は、

子どもたちが緊張しながらも、職場先の担当者の説明をよく聞き、一生懸命取り組んでいる姿が見

られました。体験学習を終え、学校に戻ってくる子どもたちの顔は、「疲れたー！」の表情。それ

が充実感いっぱいの顔だったように思います。3日間の体験を通して仕事の大変さを感じる中でも、

周囲の人への感謝の気持ちや仕事をした後の充実感や達成感、人との関わりの大切さなど多くのこ

とを学んだようです。 

 

【11月・12月の主な行事】 

11月 

9日（水） 5校時 区教研小中一貫教育 

10日（木）連合学芸会（演劇ﾘﾊｰｻﾙ） 

11日（金）3年 進路面談終 連合美術展終    

連合学芸会（演劇） 数検 

16日（水） 期末考査（1校時 学、2校時 英、 

  3校時 技家、4校時 音） 

17日（木）期末考査（1校時 学、2校時 国、 

  3校時 理、4校時 美） 

18日（金）期末考査（1校時 学、2校時 数、 

  3校時 社、4校時 保体）専門委員会 

19日（土）1、2校時 ｽｹｱｰﾄﾞｽﾄﾚｲﾄ 

3、4校時 ｾｰﾌﾃｨ教室 

13:30～新入生保護者説明会 

     16:00～地域教育連絡協議会 

21日（月）評議委員会 

22日（火）特支連合球技大会 

3学年 実力テスト   

 24日（木）職員会議 

 25日（金）避難訓練  

      2・3学年 5・6校時  

弦楽四重奏出張ｺﾝｻｰﾄ 

 27日（日）3学年 ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞﾃｽﾄ 

 28日（月）生徒朝会  

 30日（水）小中駅伝交流会 

12月 

 5日（月）～14日（水）教育相談始 

1年車山移動教室 主任教諭 湯木 真 

晴天にも恵まれた1泊2日の移動教室。実行委員の生徒が主導の宿泊行事ということもあ

り、最終日のバス車内では達成感と緊張感から解放された実行委員の生徒の様子が見られま

した。小学校の時、コロナ感染症対応のもと、宿泊行事が１回も実施できなかったという生

徒もいました。宿泊行事を心待ちにしている生徒が多いこと、大自然の中で仲間と協力をし

ながら活動を行うことの価値を考え、志茂田中学校では教職員・生徒が一丸となり、日々の

感染症対策を徹底しながら、何としても宿泊行事を実施し、成功させようと事前準備を9月

から始ました。班編成、係の仕事分担、活動内容の検討など、生徒が主導の宿泊を目標に実

行委員の生徒が学年生徒を引っ張ってきました。集合時・ハイキングでの仲間への言葉かけ、

体育館レクリエーションの説明、食堂での仲間を盛り上げるあいさつ、時間を守って班行動

で活動するオリエンテーリングなど随所に活躍する生徒の姿が印象的でした。この車山移動

教室の担当としては教師冥利につきる最高の時間が過ごせました。 

 

 
喫茶色えんぴつでの様子 

 

ハイキングの様子 

給食試食会 栄養士 山本 直美 

10月 13日（木）、PTA主催の給食試食会が3年ぶりに行われました。コロナ禍のため、感

染症対策や人数制限を取る中での開催となりました。 

試食献立は、ごはん 野沢菜ふりかけ 豚肉とれんこんのつくね焼き もずくのみそ汁 

牛乳です。栄養士からは、給食の栄養面や衛生管理等についてお話し、給食室や配膳の様子

をスライドで見ていただきました。 

試食会のアンケートでは、「大人が食べてもおいしく、味付けに工夫されていることもよく

わかりました。」「衛生面について詳しく説明していただいたので、より安心することができ

ました。」などの感想をいただきました。アンケートやご質問については、今後発行の給食だ

よりで詳しくお伝えします。役員の皆様には、試食会の計画や準備等にご協力をいただき、

ありがとうございました。 

 

給食試食会の様子 

給食試食会の様子 

※お願い※ PTA お便りのデータ配信（スクリレ）

への登録をお願い致します。 

（  お問い合わせ･ ･ ･志茂田中学校 PTA  

shimoda.jhs.pta@gmail.com ） 


